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ビレンドラ国際会議センターで、桟敷席のごったがえした観客の方から、僕の席のところに、紙を折って作った鳥が舞い降りてきた。 「あなたの小説はいつ出るの？ と書いてあ 。
 
歌手ディープ・スレシュタのライブが始まろうとしていると

































がトレイから片方の手を離し、こち に差し出して言った。 「こないだ、あなたの写真を見ましたよ。 」僕が立ち止まると彼は続                                        
             
 
























































小説を完成する前に、彼について知りた ことがまだたくさんあるのだ。これは彼の物語だからだ。そこには の世界図が描かれているのだ。彼の体験と想像がこ ましているのだ。彼自身が画家なので、僕の書き方についても一家言あ のだ。 の小説を書くように僕に仕向けたのも彼だ。いま僕はひとつの画家の物語 仕上げようとしているところなのだ。僕 二人の間                                        
























愛する人々が考えを練り着想を得ることができる、憩いの場にしたいのだ、と。ギ と図書館の左側 螺旋階段がつていて上階 カフェに通じている。 向こうは壁で隔てられ ゲストハウスになっており、 その上には緑いっぱい 山そしてさらに上に、天気が良い朝にはダンチュリ・ヒマールの白い峰々が見えるのさ。そしてそれよりも上の汚れなき天空には、長 旅をしてやって来 渡り鳥
たちが漂っている。彼らが
誘われてやって来るような、年中 い匂いのする果物がたわわに実り、花が咲き乱れ 庭園も作る。パルパサ・カフェからヒ
















































さいわい死者は出な った」とドリシェは言った。 「このニュースの速報を送らなくてはなら いんでね ちょっと遅くなるよ」と電話を切ろうとする。
 
                                        



































































シェを５人組が取り囲み、白昼堂々 、周りの人びとが誰も不審感を抱かないようなやり方で するなんて。後で判っ ことによると、隅に連れて行かれ、ヴァンに乗せられたのだという。 そのヴァンは、 前もってそこに停車していたにちがいない。白い色の
ヴァンだったそうだ。左右ちぐはぐの靴を履いて歩い
ていた若き才能ある画家－僕の友－が誘拐さ た。僕はここに座っ 、自分の小説を彼に聞かせようと待 いたのに。そしてそれは、彼の物語をまっさらなキャンバスに描いたも だでも彼はさらわれてしまった。僕がここでコーヒーを飲みながら、彼のコーヒーとアートの融合計画 と 考えて るに。
 
































                                        





























を掲げながら走る学生たちの甲高い声がひびきわたっていた。広場で警察官 警棒を振りまわして殴りはじめたにもかかわらず、運動家たちは怯まなかったので、ついに威嚇射撃が行われ                                        






















たいどこの秘密の牢屋に閉じ込められているのか 抗争に巻き込まれたというニュースが入ってきた 、僕自身が新聞に見出しを書くことになるだろう。記事はど くらいの大きさになるだろうか？だが、たくさん書 たところで、問題が解決す とでもいうの 。くそ！それにし もドリシェをどうして捕まえ                                        



















んでいるうちに、タメル地区のツーリストの賑わいの中、あちこちに電気が灯り始めた。猫は膝 ら素早くテーブルの上に登って座り、僕がノートをぱらぱらとめくる を見ていた。猫の緑色の眼の奥に、友をさらわれたことの心の痛み 隠して、僕は、書きかけ 小説の原稿のページをめくり始め 。僕が読んでいるのは、この国の憲法だとい よ
うな気がして来た。パラ
グラフ（段落・条項）をひとつずつ読み進むごとに、基本的人権の一連の条文が垣間見え くるようだった。遵守するはずの者たち自らが、この条文をないがしろ してしまい、世界のこの開い 一ページから、僕 登場人物が行方知らずになってしまう恐れがあった。憲法 ように、誘拐されたドリシェについてのこの物語は、草稿 ままで僕の前に置かれているのだ。僕は今日、彼 記事を書くことになるんだろうか？そうすれば、秘書フランは事件について大衆に広く訴えること できるだろう。新聞社の編集部の同僚たちは言うだ
ろう「釈放を要
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